
市がめざす環境の姿や基本方針を示すとともに、これを実現するための目標、施策、

計画の総合的・横断的な推進、進行管理のあり方等を示すため、この計画を定めます。

なお、本計画は、地球温暖化対策推進法による地方公共団体実行計画、生物多様性基

本法による生物多様性地域戦略を併合して定めています。

○地球温暖化の進行とその影響

・地球温暖化による気候変動。

➢海面上昇、酷暑、風水害の激甚化、農業への影響等

・人間活動によるCO2排出量を減らす必要。

・世界でカーボンニュートラル(脱炭素)へ動きが進行。

○生物多様性が直面する４つの危機

・①開発等による生息・生育地の減少、環境の悪化、

②人間による自然への働きかけ(農地・山林管理等)の減少、 出典：JCCCAウェブサイト

③外来種や化学物質等の影響、④気候変動等の影響

・生物多様性の恵み(食料、繊維、木材、医療への活用、食文化、森林による災害防止

等)が失われる危機に直面。

○生活環境に影響する問題

・事業活動や市民生活による騒音や悪臭等

の発生。

・あき地等の管理不全による景観悪化、害

虫害獣、不法投棄等の問題。

・ペットの飼育マナーへに関する苦情。

・廃棄物の削減のため、大量生産、大量消

費から循環型社会への転換が必要。

○環境意識の向上や具体的な行動の促進

・環境に関する情報提供や啓発が必要。 出典：環境省３Ｒまなびあいブック

・具体的な環境配慮行動を促す仕組みづくりが必要。

計画の目的

環境に関する現状と課題

市がめざす
環 境 の 姿

豊かな自然と住みやすい環境を未来へつなぐまち いとしま
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目標４

協働の環境保全

協働で環境づくりに

取り組む緑化によるCO2吸収と気候変動への適応

市民・事業者への啓発活動・行動変容促進

再エネ設備・省エネ設備の普及推進

ゼロカーボンシティをめざす

（第２次糸島市地球温暖化対策実行計画）

目標１

地球環境

廃棄物対策の取組(3R＋Renewableの積極的な推進)

公用車の電動化

公共施設における省エネルギーの徹底施策⑥

公共施設における再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ利用の推進施策⑤

施策⑦

施策⑧

施策①

施策②

施策③

施策④

モビリティの低炭素化

施策① 生物多様性への理解促進と行動変容

施策② 豊かな自然環境の保全と再生

目標２

自然環境

豊かな自然と恵みを未来へつなぐ

（糸島市生物多様性戦略）

目標３

生活環境
快適で住みやすい生活環境をつくる

施策③ 循環型社会の形成

施策① 地域美化の推進

施策② 生活環境の保全
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目標１：ゼロカーボンシティをめざす

市内全域や市公共施設から排出されるCO２を2030年度に約50％削減(2013年度比)

するとともに、長期的には2050年カーボンニュートラルの実現をめざします。

○市民・事業者への啓発、ライフスタイル・ビジネススタイルの転換

○住宅や事業所、公共施設への再生可能エネルギー・省エネルギー設備の普及

○電気自動車等の普及促進による車両の低炭素化

○CO２吸収や気候変動への対策

豊かな自然に育まれた『生物多様性』の恵みを次代に引き継ぐため、自然環境の保

全・育成を図り、豊かな自然を守り育てるまちをめざします。

○自然環境や生物多様性への関心の喚起

○外来種、外来生物等に関する周知、対応

○海、海岸、松林、森林、農地・里山、河川等の豊かな自然環境の保全・再生

誰もがいつまでも健康で暮らすことができる、快適で住みやすい生活環境のまちを

めざします。

○地域美化活動の推進や不法投棄対策、あき地等の適正管理の推進

○環境汚染・公害対策、ペットの適正飼育の推進等

○循環型社会形成につながる３Ｒ(ごみの減量、再利用、再資源化)、ごみの適正処理

の推進

協働の仕組みづくりや環境情報の共有化を図り、協働で環境づくりに取り組むまち

をめざします。

○環境情報の提供と共有、環境学習と環境教育の実施による環境意識の向上

○環境保全活動への参加促進や環境サポーター育成・支援による協働の仕組みづくり

目標２：豊かな自然と恵みを未来へつなぐ

目標３：快適で住みやすい生活環境をつくる

目標４：協働で環境づくりに取り組む

目標 施策 取り組み内容
現状値

2024(R6)

目標年度

2030(R12)

＜2013年度＞ 2028年度 341千t-CO2

548千t-CO2 2030年度 296千t-CO2

＜2013年度＞ 2029年度 10,981t-CO2

21,095t-CO2 2030年度 10,547t-CO2

＜2022年度実績＞ 2028年度 32.9%

17.1% 2030年度 38.0%

3 バス利用者数 445,591人 473,000人/年

＜2023年度実績＞ 2029年度 11,579 MWh

16,265 MWh 2030年度 10,800 MWh

6 クリーンセンターの石炭コークス使用量 1,640 t 1,700 t

2 松林の松枯れ本数 129 本 100 本以下

2 森林整備面積 52.3 ha 71.0 ha

2 多面的機能支払交付金による共同活動の面積 3,215 ha 3,260 ha

2 認定農業者数（経営体数）の減少抑制 362 経営体 354 経営体

2 河川の平均BOD値 2.77 mg/ℓ 2.0mg/ℓ以下

2 汚水処理人口普及率 91.9 % 95.6 %

1 環境美化活動への参加者数 54,169 人 56,180 人

1 市の環境パトロールごみ回収量 104 トン 101 トン

2 ペットの飼育等に関する苦情件数 66 件 56 件

3 クリーンセンターへのごみ搬入量 31,118 トン 31,134 トン

3 市民の１人１日当たりのごみの排出量 848 g 831 g

3 ごみの資源化率 24.5 % 26.0 %

1 市出前講座(環境関連)、PRイベントの開催回数 21 回 26 回

1 市民向け啓発活動（講座、セミナー ）への参加者数(累計) 29 人 150 人

1 環境関連記事の市WEBサイト閲覧回数(補助金、手続等を除く） 10,194 回 12,750 回

2 環境ボランティア対象研修会・意見交換会等の開催 年1回以上 年1回以上

4

6 市公共建築物における電力使用量

市事務・事業のエネルギー起源CO2排出量

1

2

3

全体 糸島市内のCO2排出量

全体

市内の電気使用量に占める再エネ電気の割合2


